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広
報
は
や
ま
3
月
号

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

所
得
税
の
申
告
は
3
月
15
日
ま
で
に

所
得
税
の
申
告
は
3
月
15
日
ま
で
に

鎌
倉
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

鎌
倉
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

所
得
税
の
申
告
は
3
月
15
日
ま
で
に

所
得
税
の
申
告
は
3
月
15
日
ま
で
に

問
合
せ
　
鎌
倉
税
務
署
　
個
人
課
税
第
1
部
門
☎
0
4
6
7

ｰ
2
2

ｰ

5
5
9
1
㈹

問
合
せ
　
鎌
倉
税
務
署
　
個
人
課
税
第
1
部
門
☎
0
4
6
7

ｰ
2
2

ｰ

5
5
9
1
㈹

問
合
せ

　税
務
課

　
　
　
　☎
内
線
2
5
1
〜
2
5
3

問
合
せ

　税
務
課

　
　
　
　☎
内
線
2
5
1
〜
2
5
3

　
所
得
税
・
贈
与
税
は
3
月
15
日（
木
）ま
で
、

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
は
4
月
2
日
（
月
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
鎌
倉
税
務
署
に
提
出
す
る
確
定
申
告
書
を

受
け
付
け
ま
す
。
申
告
相
談
の
実
施
な
し
。

場
所
　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
大
船
店
　
1
階

　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
横

期
間
　
3
月
15
日
（
木
）
ま
で

時
間
　
10
時
〜
16
時

※
土
・
日
曜
日
、
休
業
日
を
除
く
。

　
口
座
振
替
を
利
用
す
る
に
は
確
定
申
告
書

提
出
期
限
ま
で
に
依
頼
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
一
度
提
出
す
る
と
継
続
さ
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
利
用
し
な
い
場
合
は
納
付
書

に
金
額
を
記
入
し
、
納
税
期
限
ま
で
に
金
融

機
関
で
忘
れ
ず
に
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
確
定
申
告
書
の
提
出
期
限
と
納
税
期
限

◆
確
定
申
告
書
臨
時
提
出
所
を
設
置

◆
納
税
に
は
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
を

◆
町
役
場
で
も
確
定
申
告
書
の
提
出
と
簡

　
易
な
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　
鎌
倉
税
務
署
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
所

得
税
・
贈
与
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
書
の

作
成
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

時
間
　
9
時
〜
17
時
（
混
雑
し
た
場
合
、
受

付
を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

※
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土・日
曜・祝
日
等
）
は
、

税
務
署
で
の
相
談
と
申
告
書
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
４
月
中
旬
ま
で
は
税
務

署
内
駐
車
場
は
使
用
不
可
。
臨
時
駐
車
場
も

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
期
限
間
近
は
大
変
混
み
あ
い
ま
す

鎌倉税務署への行き方

◆
国
税
電
子
申
告
納
税
シ
ス
テ
ム

　（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
給
与
所
得
者
の
還
付
申
告
書
、
年
金
受
給

者
の
確
定
申
告
な
ど
簡
易
な
確
定
申
告
の
相

談
（
ア
ド
バ
イ
ス
）
を
し
ま
す
。

期
間
　
3
月
15
日
（
木
）
ま
で

※
閉
庁
日
は
除
く

時
間
　
9
時
〜
16
時

※
12
時
〜
13
時
は
除
く

場
所
　
役
場
4
階
大
会
議
室

※
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
配
当
所
得
、

公
的
年
金
等
以
外
の
雑
所
得
、
一
時
所
得

（
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
一
時
金
等
）、

譲
渡
所
得
（
土
地
、
建
物
、
株
式
、
ゴ
ル

フ
会
員
権
等
）、
災
害
や
盗
難
等
に
伴
う
雑

損
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
等
は

鎌
倉
税
務
署
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

仮
収
受

　
記
載
済
み
の
（
出
来
上
が
っ
て
い
る
）
確

定
申
告
書
・
消
費
税
申
告
書
の
提
出
は
、
町

役
場
税
務
課
窓
口
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

期
間
　
3
月
15
日
（
木
）
ま
で

※
閉
庁
日
は
除
く

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
e

－

T
a
x
用
申
告

デ
ー
タ
を
作
成
し
、
直
接
電
子
申
告
が
で
き

ま
す
。
平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

を
、
本
人
の
電
子
署
名
と
電
子
証
明
書
を
付

し
て
申
告
期
限
内
に
e

－

T
a
x
を
利
用
す

る
と
、
所
得
税
額
か
ら
最
高
4
,
0
0
0
円

の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
平

成
19
年
分
か
ら
平
成
22
年
分
の
確
定
申
告
で

本
控
除
の
適
用
を
受
け
た
人
は
除
く
）
要
事

前
手
続
き
。
詳
細
はhttp://w

w
w
.e-tax.nta.

go.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷
し
て
郵
送
か

税
務
署
の
時
間
外
文
書
収
受
箱
に
投
か
ん
し

て
の
提
出
も
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
確
定

申
告
に
関
す
る
各
種
情
報
、
申
告
書
・
届
出

書
な
ど
の
各
種
様
式
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
入

手
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
振
替
日

所
得
税
（
第
3
期
分
）
4
月
20
日
（
金
）

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
4
月
25
日
（
水
）JR・江ノ島電鉄鎌倉駅より徒歩10分です
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お
知
ら
せ

　
昨
年
３
月
11
日
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
が
発
生
し
た
当
日
で
す
。
東
北
地
方
で

は
、
そ
の
地
震
に
起
因
す
る
大
津
波
に
よ
り
、

多
く
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
災
害
に
生
き
残
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
講
演
で
は
、
今
か
ら
で
き
る
事
前
対

策
・
災
害
時
に
と
る
べ
き
行
動
な
ど
「
生
き

残
る
た
め
の
地
域
の
防
災
」
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
！

　
近
年
発
生
し
た
大
地
震
で
は
、

実
際
に
３
割
か
ら
５
割
の
人
々
が
、

転
倒
す
る
家
具
・
家
電
・
ガ
ラ
ス

の
破
片
等
で
ケ
ガ
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
被
害
は
、
家
具
・
家

電
の
配
置
換
え
や
転
倒
防
止
器
具

の
取
り
付
け
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止

シ
ー
ト
の
貼
り
つ
け
な
ど
で
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
に
３
月
は
引
越
し
が
多
い
時

季
で
す
。自
宅
の
引
越
し
や
オ
フ
ィ

ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
の
時
は
、

対
策
を
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
の

で
、
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
地
震
に
備
え
て
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。

問
合
せ
　
総
務
課
防
災
係

　
　
　
　
☎
内
線
５
６
１・５
６
２

入
場
無
料
で
す
！

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
総
務
課
防
災
係

　
　
　
　
☎
内
線
５
６
１
・
５
６
２

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

防
災
の
心

防
災
の
心

葉
山
町
防
災
講
演
会

葉
山
町
防
災
講
演
会

家具の転倒防止対策をしよう家具の転倒防止対策をしよう

日
時
　
３
月
11
日 （
日
）14 

時 

〜
16
時

場
所
　
町
福
祉
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

定
員
　
５
０
０
人
程
度

講
師
　
防
衛
大
学
校
名
誉
教
授

　
　
　
　
佐
藤
　
紘
志
　
さ
ん

テ
ー
マ

３
．
11
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
地

域
の
防
災
　―

 

大
災
害
で
も
生
き
残

る
に
は
、
何
を
な
す
べ
き
か
？ ―
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●
オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
特
別
手
配
被
疑
者
の

発
見
・
検
挙
に
ご
協
力
を

　
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
は
、多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
恐
ろ
し
い

テ
ロ
事
件
で
あ
り
、未
だ
に
サ
リ
ン
被
害
の

後
遺
症
に
多
く
の
人
が
悩
ま
さ
れ
て
い
る
な

ど
、忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
件
で
す
。

　
警
察
で
は
、オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
テ
ロ

事
件
等
に
対
す
る
捜
査
を
強
力
に
推
進
し

て
、こ
れ
ま
で
に
事
件
に
関
与
し
た
教
団
幹

部
等
を
検
挙
し
、昨
年
11
月
に
は
一
連
の
裁

判
が
終
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、麻
原
彰
晃
こ

と
松
本
智
津
夫
を
始
め
13
人
の
死
刑
判
決
が

確
定
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、警
察
庁
指
定
特
別
手
配
被
疑
者

と
し
て
手
配
さ
れ
て
い
る
高
橋
克
也
、菊
地

直
子
の
2
人
は
、偽
名
を
名
乗
り
、整
形
手
術

を
し
て
、善
良
な
市
民
を
装
っ
て
潜
伏
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ど
ん
な
さ
さ
い

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、1
1
0
番
ま

た
は
最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
の
警

察
官
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●「
巡
回
連
絡
」に
ご
協
力
を

　「
巡
回
連
絡
」と
は
、交
番
や
駐
在
所
の
警

察
官
が
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
や
会
社
等
を
訪
問

し
て
、犯
罪
や
交
通
事
故
の
発
生
状
況
、犯
罪

等
の
予
防
に
必
要
な
地
域
安
全
情
報
を
提
供

●
担
当
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
　
3
月
4
日
（
日
）　
15
時
〜
16
時

＊
申
込
み
不
要
、
参
加
無
料
（
要
観
覧
券
）

＊
各
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
、
申
込
方
法
等
は
当

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
om
a.pref.kanagaw

a.jp

す
る
ほ
か
、皆
さ
ん
か
ら
は
警
察
に
対
す
る

要
望
・
意
見
を
お
伺
い
し
て
、安
全
で
平
穏

な
、明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
反
映
さ

せ
る
活
動
で
す
。

・
警
察
か
ら
は

　
ひ
っ
た
く
り
や
振
り
込
め
詐
欺
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
、人
身
交
通
事
故
の
発
生
が
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、地
域
の
犯
罪
や

交
通
事
故
の
発
生
状
況
等
の
地
域
安
全
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
は

　
不
審
な
人
が
い
る
こ
と
や
、痴
漢
・
ス
ト
ー

カ
ー
被
害
、暴
走
族
や
迷
惑
駐
車
、子
ど
も
の

非
行
や
家
庭
内
暴
力
、覚
せ
い
剤
や
シ
ン

ナ
ー
を
乱
用
し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
な

ど
、要
望
や
意
見
、困
り
ご
と
な
ど
を
お
聞
き

し
て
、地
域
の
問
題
の
解
決
に
努
め
ま
す
。

◎「
巡
回
連
絡
カ
ー
ド
」の
記
入
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

　
交
番
や
駐
在
所
の
警
察
官
が
、巡
回
連
絡

で
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
や
会
社
を
訪
問
し
た
際

「
巡
回
連
絡
カ
ー
ド
」の
記
入
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。こ
の
カ
ー
ド
は
今
回
の
地
震
の
よ

う
な
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、ご

家
族
へ
の
安
否
確
認
、迷
子
、高
齢
者
を
保
護

し
た
際
の
連
絡
な
ど
に
役
立
て
て
い
る
も
の

で
す
。

日
時
　
3
月
17
日（
土
） 

14
時
〜
15
時
30
分

ゲ
ス
ト
　
吉
行
和
子
さ
ん（
女
優
）

聞
き
手
　
水
沢
勉（
当
館
館
長
）

場
所
　
近
代
美
術
館 
葉
山
　
講
堂

＊
要
申
込
み﹇
定
員
70
人
・
先
着
順
﹈

　
参
加
無
料

●
女
優
・
吉
行
和
子
さ
ん
に
よ
る
童
話
の

朗
読
＆
ト
ー
ク

近
代
美
術
館 

葉
山
か
ら
の
お
知
ら
せ

休
館
日

　月
曜
、
展
示
替
期
間（
3
月
26
日
〜
4
月
6
日
）
　開
館
時
間

　9
時
30
分
〜
17
時（
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

☎
8
7
5

－

2
8
0
0   

　8
7
5

－

2
9
6
8

　

葉
山
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

☎
8
7
6

－

0
1
1
0

広
報
は
や
ま
3
月
号

期
間
　
3
月
25
日（
日
）ま
で

一
般
　
1
0
0
0
円
、
20
歳
未
満
と
学
生

8
5
0
円
、
65
歳
以
上
5
0
0
円
、
高
校

生
1
0
0
円

＊
中
学
生
以
下
無
料

　「
マ
ヴ
ォ（
M
a
v
o
）」や「
三
科
」と
い
っ

た
前
衛
芸
術
集
団
の
活
動
を
通
じ
て
、
大
正

末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
日
本
の
近
代

美
術
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
村
山
知
義
。

彼
は
ま
た
『
子
供
之
友
』
な
ど
の
児
童
雑
誌

に
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
発
表
す
る
な
ど
、

挿
絵
作
家
「
T
o
m
」
と
し
て
活
躍
し
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
詩
人
・
児
童
文

学
者
の
妻
、
籌
子
（
か
ず
こ
）
の
童
話
を
は

じ
め
、
数
多
く
の
児
童
文
学
に
添
え
ら
れ
た

洒
脱
な
イ
ラ
ス
ト
は
今
な
お
瑞
々
し
い
魅
力

を
放
ち
続
け
、
前
衛
芸
術
家
・
村
山
知
義
の

も
う
ひ
と
つ
の
面
を
み
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
そ
の
原
画
と
出
版
物
を
多
数
紹
介
、

1
9
2
0
年
代
に
展
開
さ
れ
た
美
術
の
仕
事

を
中
心
に
、
そ
の
時
代
背
景
を
伝
え
る
国
内

外
の
作
品
・
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
、
村
山

知
義
が
夢
み
た
全
方
位
的
な
創
造
力
の
開
放
、

そ
の
沸
騰
の
軌
跡
を
検
証
し
ま
す
。
関
連
企

画
と
し
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
一
夜
「
新
・

日
時
　
3
月
3
日（
土
）18
時
〜
20
時

出
演﹇
予
定
﹈　
巻
上
公
一
、や
な
ぎ
み
わ
、

フ
ォ
ル
マ
ン
ト
兄
弟
、酒
井
幸
菜

場
所
　
近
代
美
術
館 

葉
山
　
展
示
室

費
用
　
3
0
0
0
円（
チ
ケ
ッ
ト
料
金
）

定
員
　
１
０
０
人（
オ
ー
ル
・
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

「
す
べ
て
の
僕
が
沸
騰
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　村
山
知
義
の
宇
宙
」

●
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
イ
ベ
ン
ト

　「
新
・
劇
場
の
三
科 

1
9
2
5
↓
2
0
1
2
」

劇
場
の
三
科
」、
村
山
知
義
の
妻
・
籌
子
の
童

話
の
朗
読
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
。

し
ゃ
だ
つ

み
ず
み
ず
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お
知
ら
せ

消 防 団 員 募 集 ! !消 防 団 員 募 集 ! !

自治会・町内会に加入しませんか自治会・町内会に加入しませんか

　火事が起こった時、川が氾濫しそうな

時、崖が崩れそうな時・・・。そんな時、皆

の先頭に立ち「私たちの町」を守ってく

れる人々がいます。それは消防団です。

　緑豊かで自然あふれる葉山町を守る

消防団員を募集しています。

　消防団員は、普段は自分の職業や学

業を持ちながら、火災や風水害、地震等

　自治会・町内会は隣近所に住む人たち

が、豊かで住みやすい街づくりを目指し

て自主的に結成された任意の住民自治

組織です。

　転入した人などで、自治会･町内会へ

の加入を希望する人は、町民サービス課

にお問い合わせください。お住まいの地

域の自治会・町内会を紹介します。

　地域には犯罪防止対策、大きな災害へ

の備え、環境整備などのさまざまな課題

があります。町にある28団体の自治会・

町内会では、身近な地域の課題を解決し

たり、地域住民との交流を図ったり、地

域への愛着、つながりを作り、より豊か

な住みよい暮らしを支えています。

　自治会・町内会は隣近所に住む人たち

が、豊かで住みやすい街づくりを目指し

て自主的に結成された任意の住民自治

組織です。

　転入した人などで、自治会･町内会へ

の加入を希望する人は、町民サービス課

にお問い合わせください。お住まいの地

域の自治会・町内会を紹介します。

　地域には犯罪防止対策、大きな災害へ

の備え、環境整備などのさまざまな課題

があります。町にある28団体の自治会・

町内会では、身近な地域の課題を解決し

たり、地域住民との交流を図ったり、地

域への愛着、つながりを作り、より豊か

な住みよい暮らしを支えています。

の災害発生時には消防活動を行い、地

域の防災リーダーとして安心と安全を

守るために幅広く活動しています。

　葉山には現在、各地区にそれぞれ分

団があり総勢182人の消防団員がいま

す。各分団には消防ポンプ車が1台ず

つ、また消防車の走行が困難な狭い道

が多い上山口、一色、堀内地区の分団詰

所には小型の可搬ポ

ンプ積載車も配備さ

れています。そして、

いざ災害が起きると

消防本部からの指令

により出動し、最前

線で消防活動に当た

ります。

　消防団は、地元の

防災にとって欠かせ

ない重要な地域活動

です。消防団に入団

いただき、かけがえ

のない私たちの町をあなたの力で「安

心」な町として守りませんか。

●入団資格と身分

・  町内在勤、在住の18歳以上の心身と

もに健康な方であればどなたでも入

団できます。

・  非常勤特別職の地方公務員です。

●処遇

・  災害活動、訓練等に出動した回数に

より出動手当（費用弁償）が支払われ

ます。

・  年に２回（３月・９月）、階級により数

万円程度の報酬が支払われます。

・  5年以上勤続して退職した場合、階級

及び勤続年数に応じて退職報償金が

支払われます。

　

問合せ　消防総務課　　

　☎876-0119　内線313

　（平日8時30分～17時15分）

★防災・防犯活動

　自治会・町内会では地域を安全・安心

にする一端を担っています。大きな災害

時には警察・消防署の助けだけでなく、

隣近所の救出・救護活動も大きな鍵で

す。定期的に防災訓練をし、防災備蓄庫

にはいざという時に使用する資材等を

備えています。

　また、防犯パトロールで地域の防犯意

識を高め、空巣や子どもを狙った犯罪の

防止につなげています。

★環境活動

　リサイクル品の回収や公園の清掃な

ど、生活環境の整備・向上を図り、住みよ

い環境を整える活動をします。

★防災・防犯活動

　自治会・町内会では地域を安全・安心

にする一端を担っています。大きな災害

時には警察・消防署の助けだけでなく、

隣近所の救出・救護活動も大きな鍵で

す。定期的に防災訓練をし、防災備蓄庫

にはいざという時に使用する資材等を

備えています。

　また、防犯パトロールで地域の防犯意

識を高め、空巣や子どもを狙った犯罪の

防止につなげています。

★環境活動

　リサイクル品の回収や公園の清掃な

ど、生活環境の整備・向上を図り、住みよ

い環境を整える活動をします。

★文化・ふれあい活動

　少子高齢化が進む中で、子どもから高

齢者までが共に参加できる、世代間交流

の場として、様々なイベントを開催。ま

た、高齢者同士の親睦活動や子ども会活

動を通して、ご近所・仲間同士の親睦融

和につながる活動に努めています。

★情報交換

　住民同士の意見交換会を開催し、地域

での問題点や解決策などを話し合い、問

題意識を高め会の活性化を図ります。

問合せ　町民サービス課

　　　　☎内線205・206

★文化・ふれあい活動

　少子高齢化が進む中で、子どもから高

齢者までが共に参加できる、世代間交流

の場として、様々なイベントを開催。ま

た、高齢者同士の親睦活動や子ども会活

動を通して、ご近所・仲間同士の親睦融

和につながる活動に努めています。

★情報交換

　住民同士の意見交換会を開催し、地域

での問題点や解決策などを話し合い、問

題意識を高め会の活性化を図ります。

問合せ　町民サービス課

　　　　☎内線205・206
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葉山町役場　〒240ｰ0192　葉山町堀内2135　　☎046 ー 876 ー 1111（代）　　 046 ー 876 ー 1717（代）　　

広
報
は
や
ま
3
月
号

ヘルスメイトってなんだろう？
　「町のために何かしたいけど何から始めていいかわから

ない！」、「自分も周りも健康的な生活を送りたいが知識が

ない！」そんな人はヘルスメイト（食生活改善推進員）を

目指してみませんか？

　ヘルスメイト養成講座では、健康的な食生活をおくるた

めの知識・技術を学び、地域の健康づくりの場でボランティ

アとして食生活改善を推進する人材を育てます。年齢や性

別は問いません！

　来年度の受講については健康はやま4・5月号をご覧く

ださい。

　2月10日、町保健センターで1年間

にわたるヘルスメイト養成講座の修了

式と最後の調理実習がありました。

　1年間で学んだ成果を発表するため、受講者

の皆さんは今までの講座を振り返ったり、家で試作を重

ねたり。今回は70代高齢者の1日の献立をテーマに2つ

のグループに分かれ、調理をしました。カロリーや塩分

の計算はもちろんのこと、たんぱく質などの成分、さら

には見た目の美しさに

もこだわった美味しい

料理ができました！

ヘルスメイト養成講座
健康づくりのボランティア

ヘルスメイト養成講座

講座をふりかえって

役割を分担し、

真剣に調理し

ながらも笑顔

が溢れるよう

な講座です。

1年間、食育や

食 生 活 改 善、

疾病予防など、

多くのことを

学びました。

●受講者の声

　「普段の家での料理は目分量。しかし健康のことを

考えると分量を知ることが大切だと実感しました。カ

ロリー計算はしていても、成分までは気にしていな

かったから勉強になりました。」

　「算数のように足したり引いたり計算しながら献立

を作るのが楽しかったです。」

　「献立のレパートリーが増えて、家族も大喜び！

充実した講義ばかりで、まわりの人にも広めたい。」

　「将来のことを考えると、糖尿病などの疾病予防の

食事という講義が興味深かったです。」

　「講師や仲間にも恵まれ、楽しく学ぶことができた

ので、これからも頑張ろうと思いました。」

●葉山町若宮会※の人の声

　「料理の盛り付け方や彩りもきれいで、とても美味し

くいただいきました。」

　「若宮会の定例会では、今回学んだことを忘れないよ

うな勉強を日々しています。」

　「献立作りは大変だったと思うが、試作を重ねるのは

大切なこと。これからも頑張りましょう。」

●講師の声

　「若宮会のサポートには感謝しています。皆さん仲良

く和気あいあいと学べたことが良かった。今後も町の

健康づくりのために活躍していってほしいです。」

※葉山町若宮会とは、町の健康づくりの場で食生活改善

推進員としてボランティア活動をしている団体です。

問合せ　保健センター　☎875-1275


